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目的： 

口唇口蓋裂は先天性顎顔面形成不全の一つであり通常分離するはずの口腔と鼻腔が連続してしまう疾患です。口唇

口蓋裂患者の包括的な健康管理を行うためには口唇口蓋裂と付随して起こる全身の問題との関連性を探索する事

が重要です。本研究は口唇口蓋裂の病歴と中耳炎や上気道炎（いわゆる風邪）発症との関係を解明することを目的と

しています。 

 

方法： 

エコチル調査の参加者を対象に口唇口蓋裂の既往と中耳炎、上気道炎、インフルエンザなどの感染症罹患の 1 歳児

までにおける有無の関連性を調査しました。 

 

結果： 

口唇口蓋裂を有するグループはそうでないグループと比較して 1 歳児までに中耳炎や上気道炎に罹患するリスクが

高い事が分かりました。一方でインフルエンザに関しては両グループにおいて有意な差は認められませんでした。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究結果から口唇口蓋裂を有する人は 1 歳時までに上気道炎や中耳炎の罹患リスクが高い可能性を示唆してい

ます。原因としては口唇口蓋裂では口腔と鼻腔が交通している事や口唇口蓋裂を治療する上で必要な手術瘢痕によ

って耳管の狭窄が起こる事が考えられます。一方でインフルエンザなど高い感染力を持つ感染症に関しては口唇口

蓋裂がリスクとならないことが示唆されます。本研究の限界は、本研究結果で用いた感染症の結果は問診表に基づく

ものであり、医学的な検査を受けていない事です。 

 

結論： 

口唇口蓋裂を有する場合 1 歳までに上気道炎や中耳炎罹患のリスクが高いため注意が必要です。 

 


